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光のページェントの季節がやって来ました
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おしらせ

野
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委
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防
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員
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典
（
わ
た
な
べ
と
し
の
り
）

消
防
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員
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表
彰
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庁
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コ
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の
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優
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か
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　11月4日、町文化祭の会場において、名誉町民 松  谷  正  光 様ご夫妻ご臨席のもと、第55回町
まつ たに まさ みつ

功労者、文化優秀者の表彰式が行われました。 加  藤  公  博 町長から13名、3団体に表彰状と記
か とう きみ ひろ

念品が贈られました。

誇れる町民表彰
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　10月17日にとちぎ男女共同参画センターにて開催された「地域安全県民のつどい」にお
いて、関東管区表彰の伝達、防犯功労者・団体の表彰が行われました。また、10月18日には
さくら警察署において、さくら署管内の防犯功労者等表彰式が行われました。

防犯表彰
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友
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・
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おしらせ
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点
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検
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し
た
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石  
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つ
か

 
清  
己 
団
長
指
揮
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も
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き
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1
4
7
人
の
団
員
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「
人
員
な

ら
び
に
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装
点
検
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博
町
長
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検
し
ま
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た
ち
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安
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守
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防
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。
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彰
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れ
た
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お
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敬
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事
表
彰

◆
模
範
消
防
団
員
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事
表
彰

　

増
渕　

裕
介（
第
6
分
団
分
団
長
）

県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
功
績
章

　

蓮
沼　

和
博（
第
1
分
団
分
団
長
）

◆　

年
勤
続

20

　

蓮
沼　

和
博（
第
1
分
団
分
団
長
）

　

山
崎　
　

巧（
第
5
分
団
団
員
）

　

齋
藤　

貴
之（
第
6
分
団
団
員
）

　

小
林　

賢
一（
第
6
分
団
団
員
）

◆　

年
勤
続
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古
口　

哲
也（
本
部
分
団
長
）

　

山
﨑　

範
夫（
本
部
次
長
）

　

野
口　

利
裕（
第
1
分
団
副
分
団
長
）

◆　

年
勤
続
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田
代　

貴
之（
第
5
分
団
分
団
長
）

　

村
上　

裕
一（
第
2
分
団
副
分
団
長
）

　

福
田　

正
英（
第
2
分
団
団
員
）

　

荒
井　

恒
至（
第
4
分
団
班
長
）

　

加
藤　

臣
聖（
第
8
分
団
副
分
団
長
）

◆
夫
婦
消
防
団
員
表
彰

　

小
野
口
好
秀（
本
部
次
長
）

　

小
野
口
由
香（
本
部
分
団
団
員
）

◆
無
火
災
表
彰
機
関
表
彰

　

第
7
分
団

県
消
防
協
会
塩
谷
支
部
長
表
彰

◆
優
良
分
団
表
彰

　

第
8
分
団

◆
無
火
災
分
団
表
彰

　

第
4
分
団

◆
善
行
章

　

鈴
木　

威
生（
第
2
分
団
分
団
長
）

　

山
本　

隆
洋（
第
3
分
団
分
団
長
）

　

阿
久
津
貴
司（
第
4
分
団
分
団
長
）

　

阿
久
津
貴
則（
第
7
分
団
分
団
長
）

◆
5
年
勤
続
章

　

山
本
健
太
郎（
第
3
分
団
班
長
）

　

岡
本　

芳
明（
第
2
分
団
班
長
）

　

棚
瀬　

雄
介（
第
2
分
団
班
長
）

　

関
根　

伯
明（
第
2
分
団
団
員
）

　

古
口　

真
一（
第
3
分
団
班
長
）

　

田
代　
　

豊（
第
3
分
団
団
員
）

　

齋
藤　

秀
文（
第
3
分
団
団
員
）

　

齋
藤　

賢
二（
第
3
分
団
団
員
）

　

大
久
保
雄
司（
第
3
分
団
団
員
）

　

見
目　

則
幸（
第
3
分
団
団
員
）

　

小
池　

潤
一（
第
3
分
団
団
員
）

　

檜
山　

直
彦（
第
3
分
団
団
員
）

　

鈴
木　

裕
也（
第
3
分
団
団
員
）

　

田
代　

拓
也（
第
3
分
団
団
員
）

　

植
木　

宏
昌（
第
3
分
団
団
員
）

　

斎
藤　

直
樹（
第
3
分
団
団
員
）

　

小
堀　

仁
也（
第
3
分
団
団
員
）

　

仲
山　

智
大（
第
3
分
団
団
員
）

　

岩
崎　

康
弘（
第
4
分
団
団
員
）

　

荒
井　

拓
郎（
第
4
分
団
団
員
）

　

冨
田　

伸
和（
第
4
分
団
団
員
）

　

阿
久
井　

裕（
第
4
分
団
団
員
）

　

杉
山　
　

聡（
第
5
分
団
団
員
）

　

真
壁　

宏
幸（
第
6
分
団
班
長
）

　

大
橋　

広
和（
第
7
分
団
班
長
）

　

石
塚　

敬
典（
第
7
分
団
班
長
）

　

福
田　

直
哉（
第
7
分
団
班
長
）

　

宇
塚　
　

巧（
第
7
分
団
班
長
）

◆
配
偶
者
感
謝
状

　

小
池　
　

玲（
小
池
本
部
次
長
夫
人
）

町
長
表
彰

◆
優
良
団
員
表
彰

　

加
藤　

臣
聖（
第
8
分
団
副
分
団
長
）

　

福
島　

正
剛（
本
部
分
団
部
長
）

　

齋
藤　

真
人（
第
1
分
団
班
長
）

　

小
池　

和
寿（
第
2
分
団
班
長
）

　

舟
生　
　

元（
第
3
分
団
班
長
）

　

山
本
健
太
郎（
第
3
分
団
班
長
）

　

荒
井　

恒
至（
第
4
分
団
班
長
）

　

常
盤　

喬
也（
第
5
分
団
班
長
）

　

野
中　

秀
倫（
第
6
分
団
班
長
）

　

大
橋　

広
和（
第
7
分
団
班
長
）

◆
優
良
夫
人
防
火
ク
ラ
ブ

　

金
井
支
部

　

花
岡
西
上
支
部

◆
消
防
功
労
者
感
謝
状

　

鈴
木　

由
治（
元
第
7
分
団
長
）

　

矢
田
部
貴
夫（
元
第
5
分
団
長
）

消
防
団
長
表
彰

◆
優
良
分
団
表
彰

　

第
8
分
団

◆
機
械
器
具
整
備
優
良
分
団
表

彰
　

第
8
分
団

ま
と
い
会
長
表
彰

　

田
代　

貴
之（
第
5
分
団
分
団
長
）

　

増
渕　

裕
介（
第
6
分
団
分
団
長
）

　

加
藤　

芳
孝（
第
8
分
団
分
団
長
）

さ
く
ら
警
察
署
長
表
彰

◆
特
別
防
犯
功
労
者
表
彰

　

田
代　

貴
之（
第
5
分
団
分
団
長
）

　

増
渕　

裕
介（
第
6
分
団
分
団
長
）

　

加
藤　

芳
孝（
第
8
分
団
分
団
長
）
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問
合
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地
域
安
全
課

☎
6
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・
8
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1
0

謂
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遺

亥
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医
医
医
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医
医
医
医
医
医
医
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医
医
医
医
医
医
医
医
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点
検
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Information

12月4日（月）から10日（日）は人権週間

人権に関する相談は人権擁護委員へ
知っていますか？人権擁護委員 
　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱され、人権
相談を受けたり人権の考えを広める活動をしてい
る民間ボランティアです。町では　名の委員が活6
躍しています。
◆人権擁護委員
　加藤淑江（太　田）　　滝　律子（宝石台）
　寺田まさ子（宝積寺）　小張静江（平　田）
　吉澤政夫（宝積寺）　　金氏弘雄（文　挾）

　人権は「人間が人間らしく生きるため、誰も
が生まれながらに持っている権利」です。
　女性・子ども・高齢者をめぐる人権の問題や
近隣とのトラブルなど、身近なことで困ってい
ませんか？私たちが皆さんと一緒に問題解決の
方法を考えます。

左から
　　　加藤委員
　　　寺田委員
　　　滝　委員

人権相談 
　人権に関する相談を次のとおり受け付けていま
す。相談は無料、秘密は厳守します。

◆宇都宮地方法務局常設相談所
　（土・日曜・祝祭日を除く）
・人権相談 ☎０５７０・００３・１１０
・子どもの人権110番 ☎０１２０・００７・１１０
・女性の人権ホットライン ☎０５７０・０７０・８１０
・SOSミニレター
・インターネット人権相談
　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
◆町人権相談
　毎月　回（総合相談日に実施）1
・時間　10時～14時
・場所　図書館中央館

人権擁護委員の活動を紹介します 
　人権擁護委員は、全ての人が個人として尊重さ
れる豊かな社会の実現を目指し、人権相談のほか
次の活動を行っています。

◆人権教育活動
　植物を通じて命の尊さを感じてもらうため、小
学校へ花の苗を贈る「人権の花運動」や、小中学
生へ人権に関する講話を行う「人権教室」を実施
しています。

中央小で「人権
の花」を贈呈

◆福祉施設訪問相談会
　町内の福祉施設を訪問し、利用者との交流会や
相談会を行っています。
　10月25日に訪問したケアハウスフローラでは、
吉澤委員が歌を披露し会場を盛り上げました。
　相談会では、利用者から「施設の職員さんが親
切」、「お友達と毎日楽しく暮らしています」と
いった意見が多く寄せられました。

素敵な歌声を披
露する吉澤委員

　今年は次の人が入賞しました。（敬省略）
◆県大会
・優秀賞　佐藤和寧（阿久津中　年）1
　「障がいも個性」
・優良賞　豊福夢実（阿久津中　年）2
　「私らしく、生きるために」
◆宇都宮協議会
・銀賞　　齋藤聖海（阿久津中　年）2
　「高齢者の心に寄り添うこと」
・銀賞　　鈴木優奈（北高根沢中　年）3
　「いじめを減らすために」

平成29年度中学生人権作文コンテスト

◆問合せ先　健康福祉課　☎６７５・８１０５

  人権週間特設相談を実施します 
◆日時　12月8日（金）　14時～16時
◆場所　図書館中央館
※予約不要です。直接会場へお越しください。
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◆申込み・問合せ先　〒３２９－１２９２　大字石末２０５３
総務課　人事係　緯６７５・８１０１

平成30年度
採用

受付期限　12月14日（木）まで
※郵送の場合は、12月14日（木）消印有効。

高根沢町職員募集（第2次募集）高根沢町職員募集（第2次募集）高根沢町職員募集（第2次募集）高根沢町職員募集（第2次募集）

◆職種・採用予定人員と受験資格
受験資格採用予定人員職種

　平成　年　月　日から平成12年　月　日までに生まれた方で、高2 4 2 4 1
等学校卒業程度の学力を有する方若干名一般事務A

　昭和60年　月　日から平成12年　月　日までに生まれた方で、高4 2 4 1
等学校卒業程度の学力を有し、次の要件をすべて満たす方
⑴身体障害者手帳の交付を受けている方
⑵自力により通勤ができ、介助者なしに一般事務職として職務遂行
が可能な方
⑶活字印刷の文による出題に対応できる方

　名程度1一般事務B
（身体障害者対象）

※平成29年9月17日（日）に実施した職員採用試験を受験した方は、受験できません。

◆試験の日程と内容
合格発表場所試験日区分

平成30年　月24日（水）1
役場前掲示板および町のホーム
ページに掲示するほか合格者に通
知します。

高根沢町役場平成30年　月14日（日）1
　次1
試験

【教 養 試 験】社会、人文及び自然に関する一般知識並びに文章理解、判断推理、数的推理および
資料解釈に関する一般知能について、択一式の筆記試験

【適応性検査】職場への適応性を職務や対人関係に関連する性格の面からみる検査

　月中旬頃2高根沢町役場　月上旬頃2
論文試験、面接試験

　次2
試験

◆受験手続
　町ホームページ（https://www.town.takanezawa.tochigi.jp）からダウン
ロードできます。また、総務課でも配布しています。
　郵送で請求する場合は、封筒の表に「試験申込用紙請求」と朱書きし、120円切
手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形　号：A　サイズ）を同封のうえ、請求し2 4
てください。

①申込用紙の請求

　「高根沢町職員採用試験申込書」に必要事項を記入し、期日までに総務課人事係宛
てに申し込んでください。郵送による申込みは、封筒の表に「高根沢町職員採用試験
申込」と朱書きし送付してください。

②申込方法

おしらせ
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高根沢町教育委員会臨時職員募集高根沢町教育委員会臨時職員募集高根沢町教育委員会臨時職員募集高根沢町教育委員会臨時職員募集平成30年度

町内小中学校職員
賃金勤務条件業務内容募集人員職種

日額7,060円
週　日（　時～16時45分）5 8
※夏休み等の休業期間は、一定期間を
除き原則勤務なし

一般事務及び学校図
書業務　名2学校事務補助

（常勤）

日額3,643円
月20日程度（12時～16時）
※夏休み等の休業期間は、原則勤務な
し

学校図書業務　名2学校図書事務
（非常勤）

日額5,807円月20日程度（　時～16時）8給食配膳、学校の環
境美化・整備など　名6学校用務員

（常勤）

日額9,300円
週　日（　時～16時45分）5 8
※夏休み等の休業期間は、一定期間を
除き原則勤務なし

配慮を要する児童生
徒等への学習面、生
活面での支援など

若干名学校支援員
（常勤）

フリースペースひよこの家（寺渡戸）　職員
賃金勤務条件業務内容応募資格募集人員職種

月額　
237,300円

週　日5
　時30分～8

17時15分

ひよこの家に通う不登
校児童生徒及び学校や
保護者に対する相談や
支援など

児童生徒の臨床心理に
関して専門的知識及び
経験や実績を有する方

　名3教育相談員
（常勤）

日額  7,060円
週　日1
　時30分～8

17時15分

ひよこの家に通う不登
校児童生徒に寄り添っ
た生活や学習支援など

児童生徒の臨床心理に
関して専門的な知識を
有する方

　名程度5スタッフ
（非常勤）

◆採用時期
　平成30年　月　日（採用期間　年間）4 1 1
◆賃金
　上表のとおり（交通費は別途支給）
　※平成29年度の額です。
◆申込期限
　平成30年　月　日（金）※必着1 5
◆申込方法
　こどもみらい課または町ホームページ上にある
採用申込書に記入し、郵送または持参してくださ
い。

◆面接
　期日：平成30年　月21日（日）1
　　　　※学校支援員のみ別日に実施（後日連絡）
　場所：改善センター
◆その他
　・常勤は社会保険に加入します。
　・面接時間は申込み後に連絡します。
◆申込み・問合せ先
　〒３２９－１２２５
　大字石末１８２５
　こどもみらい課　☎６７５・６４６６

　塩谷南那須地区公立小中学校で、県・市町採用の非常勤講師・非常勤養護助教諭を募集します。
◆受検資格
　教員免許状（養護教諭免許状）を持っていて、
塩谷南那須地区内へ通勤可能な人

◆採用時期　平成30年　月4
◆申込期限　12月20日（水）
◆問合せ先　県塩谷南那須教育事務所
　☎０２８７・４３・０１７６

非常勤講師・非常勤養護助教諭募非常勤講師・非常勤養護助教諭募集集

Information
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おしらせ

あ
な
た
の
力
を
地
域
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
域
づ
く
り
勉
強
会 　
 
北
高
根
沢
中
学
校
区

in
◆
問
合
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

緯
6
7
5
・
4
7
7
7

元
気
あ
っ
ぷ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
改

27

正
さ
れ
、

・「
介
護
」
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
地
域

課
題
へ
の
取
り
組
み
を
考
え
る

・
介
護
の
専
門
家
と
地
域
全
体
が
協
力

し
て
、
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
を

整
え
る

・
地
域
の
資
源
、
特
に
高
齢
者
自
身
が

持
つ
能
力
を
最
大
限
に
活
か
し
て
介

護
予
防
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
町
で
も

こ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
「
さ
さ

え
あ
う
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
地
域
づ

く
り
勉
強
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
地
域
づ
く
り
勉
強
会
と
は

　

改
正
さ
れ
た
制
度
を
広
め
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
課
題
を
洗
い

出
し
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ど

の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
を
話
し
合
う

場
で
す
。

　

中
学
校
区
ご
と
に
実
施
し
、
今
年
度

は
北
高
根
沢
中
学
校
区
で
開
催
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参

加
可
能
で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
日
程
・
内
容

・
第
1
回　
　

月　

日（
日
）

12

17

　

学
習「“
こ
れ
か
ら
の
地
域
”を
学
ぶ
」

・
第
2
回　

1
月　

日（
日
）

21

　

体
験「
助
け
合
い
疑
似
体
験
ゲ
ー
ム
」

・
第
3
回　

2
月　

日（
日
）

18

　

懇
談「
地
域
の
課
題
、
地
域
の
力
」

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

12

◆
場
所　

図
書
館
仁
井
田
分
館

元
気
あ
っ
ぷ
ポ
イ
ン
ト
事
業参

加
者
募
集

　

高
齢
者
が
、
町
に
登
録
し
て
い
る
介

護
保
険
事
業
所
や
福
祉
施
設
等
で
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
、
商
品

等
に
交
換
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で

き
ま
す
。
あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
?

◆
対
象

　

町
内
在
住
の　

歳
以
上
の
人

65

（
町
が
実
施
す
る
1
日
間
の
講
座
を
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
こ
の
事
業
は
、
介
護
保
険
制
度
の
う

ち
地
域
支
援
事
業
の
一
般
介
護
予
防

事
業
に
あ
た
り
ま
す
。

元
気
あ
っ
ぷ
ポ
イ
ン
ト
交
換

　

元
気
あ
っ
ぷ
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
取
得

し
た
、
平
成　

年
分
（
平
成　

年
6
月

29

29

1
日
か
ら　

月　

日
）
の
ポ
イ
ン
ト
の

12

31

交
換
を
行
い
ま
す
。

◆
交
換
期
間

　

平
成　

年
1
月
4
日（
木
）～

30

　

2
月　

日（
水
）

28

◆
ポ
イ
ン
ト
の
上
限

　
　

ポ
イ
ン
ト
（
4
，0
0
0
円
分
）

40
◆
ポ
イ
ン
ト
交
換
に
必
要
な
も
の

・
元
気
あ
っ
ぷ
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
書

※
申
請
書
は
、
健
康
福
祉
課
・
社
会
福

祉
協
議
会
・
受
入
拠
点
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

・
ポ
イ
ン
ト
手
帳

◆
申
請
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
大
字
石
末
1
8

2
5
番
地　

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

緯
6
7
5
・
4
7
7
7

◆
交
換
内
容

・
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
商
品
券

・
た
ん
た
ん
プ
ラ
ザ
・
元
気
あ
っ
ぷ
む

ら
直
売
所
商
品
券

・
た
ん
た
ん
号
回
数
券

・
N
P
O
や
社
会
福
祉
法
人
へ
の
寄
附

な
ど

◆
交
換
品
の
受
け
取
り

　

後
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
受
け

取
り
か
、
簡
易
書
留
で
の
受
け
取
り
に

な
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

　

元
気
あ
っ
ぷ
ポ
イ
ン
ト
は
、
原
則
翌

年
に
繰
り
越
し
で
き
ま
せ
ん
が
、
平
成

　

年
分
に
つ
い
て
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
交

29換
し
な
い
場
合
、
平
成　

年
分
と
し
て

30

繰
り
越
せ
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
5
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悪
質
商
法

騙
だ まだ ま

!!

さ
れ
な
い
で

農
業
所
得
等
が
あ
る
人
が
対
象
で
す

平
成　

年
分
農
業
所
得
等
事
前
申
告
相
談
会

29

　

農
業
所
得
等
の
収
支
内
訳
書
の
書
き

方
に
つ
い
て
、
事
前
相
談
会
を
行
い
ま

す
。

　

事
業
所
得
（
農
業
・
営
業
）、
不
動
産

所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
あ
る
す
べ
て

の
人
に
、
帳
簿
の
記
帳
・
保
存
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
収
支
内
訳
書
を

記
入
し
て
か
ら
事
前
相
談
会
に
来
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w
.nta.go.jp/

）

◆
期
間

　
　

月　

日（
月
）～　

日（
水
）

12

11

13

◆
時
間

・
午
前
の
部　

9
時
～　

時
11

・
午
後
の
部　
　

時
～　

時

13

15

◆
場
所　

役
場　

大
会
議
室

◆
必
要
書
類　

農
業
・
営
業
・
不
動
産

の
収
入
や
経
費
の
わ
か
る
も
の
（
帳

簿
や
領
収
書
な
ど
）

※
対
象
区
域
の
割
り
振
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
期
間
中
、
都
合
の
良
い
日
に
相

談
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
事
前
相
談
会
の
た
め
、
別
途

確
定
申
告
期
間
中
の
書
類
提
出
が
必

要
で
す
。

◆
問
合
せ
先　

税
務
課

緯
6
7
5
・
8
1
0
3

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

防
寒
対
策
が
不
完
全
な
場
所
で
は
、

凍
結
が
原
因
で
給
水
管
が
破
裂
し
、
漏

水
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
注
意
が
必
要
な
場
所

・
給
水
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

箇
所

・
建
物
の
北
側
な
ど
日
当
た
り
が
悪
い

場
所
に
あ
る
水
道
設
備

・
風
当
た
り
が
強
い
場
所
に
あ
る
水
道

設
備

　

保
温
材
を
取
り
付
け
る
な
ど
の
防
寒

対
策
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
出
張
や
旅
行
等
に
よ
り
長
期

間
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合
、
水
道

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
元
栓
を
閉
め
、

給
湯
器
等
の
水
抜
き
を
し
て
か
ら
出
か

け
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

　

緯
6
7
5
・
5
6
0
0

Information

　

複
数
の
業
者
か
ら
借
金
を
し
て
返

済
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
を

「
多
重
債
務
」
と
言
い
ま
す
。

　

借
金
を
借
金
で
返
し
続
け
る
こ
と

は
、
借
金

残
高
が
雪

だ
る
ま
式

に
増
え
返

済
が
困
難

に
な
る
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
す
。

　

多
重
債
務
に
つ
い
て
専
門
家
に
相

談
す
る
と
、
借
金
総
額
、
資
産
、
収

入
状
況
、
今
後
の
生
活
設
計
な
ど
に

よ
り
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
解
決
方
法

を
選
ん
で
く
れ
ま
す
。

①
任
意
整
理

　

債
務
者
（
貸
し
主
）
と
の
話
し
合

い
で
、
返
済
方
法
や
金
額
を
決
め
な

お
す
方
法
。

②
特
定
調
停

　

簡
易
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
し
て
、

調
停
委
員
が
間
に
入
り
、
借
金
の
返

済
方
法
や
金
額
を
決
め
な
お
す
方
法
。

③
民
事
（
個
人
）
再
生
手
続
き

　

裁
判
所
に
申
し
立
て
を
し
て
、
借

金
の
一
部
を
3
年
程
度
で
払
う
こ
と

を
条
件
に
、
残
り
の
借
金
を
免
除
し

て
も
ら
う
方
法
。
住
宅
ロ
ー
ン
は
払

い
続
け
て
、
住
宅
を
保
持
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

④
自
己
破
産

　

地
方
裁
判
所
に
申
し
出
て
、
あ
る

だ
け
の
財
産
を
債
権
者
へ
分
配
し
、

残
っ
た
借
金
を
免
除
し
て
も
ら
う
方

法
。

　

債
務
整
理
を
弁
護
士
や
司
法
書
士

に
依
頼
し
債
権
者
に
そ
の
旨
を
通
知

し
た
段
階
で
、
借
り
主
へ
の
借
金
の

取
り
立
て
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
解
決

方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

弁
護
士
等
へ
の
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

多
重
債
務　

1
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
ま
し
ょ
う

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
く
だ
さ
い
！

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
産
業
課
内
）

緯
6
7
5
・
3
0
0
0

相
談
時
間　

9
時
～　

時
（
土
日

16

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
緯
1
8
8
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12月26日（火）～
1月8日（月・祝）

冬季休業

施設の略称・問合せ先
役場 ☎675-8100

改善センター ☎675-3175

保健センター ☎675-4559

福祉センター ☎675-4777

町民広場 ☎675-3175

町民ホール ☎675-3175

トレーニングセンター ☎675-3175

歴史民俗資料館 ☎675-7117

水道料金センター ☎675-5600

図書館中央館 ☎675-6531

図書館仁井田分館 ☎676-3155

図書館上高根沢分館 ☎680-1770

宝積寺タウンセンター ☎675-0984

児童館みんなのひろば ☎680-1311

児童館きこりのもり ☎675-2150

れんげそう ☎676-1955

元気あっぷむら ☎676-1126

エコ・ハウスたかねざわ  ☎680-2080

改

福

町

ホ

ト

民

水

タ

み

き

れ

工

防災行政無線フリーダイヤル

でかくにん

ぼうさい      きんきゅう み    み

0120・43・9933
…健康 …役所 …図書館 …元気あっぷむら …休日当番医…学校文

★月・金曜日は窓口業務（住民課、税務課、健康福祉課）を 19時 15分まで行っています。
　（転出入の届出受付など一部取扱いできない業務もあります。）
★金曜日は、「高根沢町水道料金センター」の窓口業務を19時15分まで行っています。

今月の納期限

今月の口座振替
●12月 11日（月）
　学校給食費（12月分）
●12月 27日（水）
　水道料金（東部・南部・北部地区）
　下水道使用料（仁井田処理区）
　農業集落排水施設使用料
　保育料（12月分）

パパママ学級　Ⅱコース
受付　9：15～9：30

総合相談　10：00～14：00

●12月 26日（火）
　町県民税（4期）
　国民健康保険税（6期）
　介護保険料（6期）
　後期高齢者医療保険料（6期）

木 金 土

7

14

21

28

1

8

15

22

29

 2 2

9

1616

23

3030

 2

9

16

23

30

     おはなし会 10：30～11：00

仁

仁

元

改 ホ ト休館

改 ホ ト 民 タ休館

窓口延長業務（19：15まで）
3歳児健診
（対象H26．11月生まれ）

受付 13：00～13：30

保

窓口延長業務（19：15まで）
2歳児歯科健診
（対象H27．11月生まれ）

受付 13：00～13：30

エアロビクス教室
受付　9：50～10：00

保

保

保

図

保

役

図

図

おはなし会 10：30～11：00 
青海の日

上

関根クリニック［光陽台］
☎612－7015

おはなし会 11：00～11：30 

菅又病院［花岡］
☎676－0311

コンビニ交付停止

まなか医院［石末］
☎675－4123

コンビニ交付停止

仁

図

元

窓口延長業務（19：15まで）
離乳食教室
（要申込　対象H29．5月生まれ）

受付 9：45～10：00 保

天皇誕生日

役 水

役 水

役 水

窓口延長業務（19：15まで）
10か月児健診
（H29．2月生まれ）

受付　13：00～13：30 保

役 水

おはなし会 11：00～11：30

月

改 ホ ト 民 タ工役 図 仁 上休館 改 ホ ト 民 タ工役 図 仁 上休館

※年末年始（12/31〜　/　）の収集はお休みになります。（詳しくは13ページまで）1 3◆今月のごみ収集日
ペットボトル古紙カン・ガラス・

不燃物資源びん燃えるごみ
生ごみ※収集地区

11日（月）25日（月）18日（月） 4日（月）水・土西町・中台・宝積寺（上・中・下）・石神・さぎのや①

19日（火） 5日（火）26日（火）12日（火）月・木光陽台（宝積寺の一部を含む）・宝石台②

13日（水）27日（水）20日（水） 6日（水）水・土上高（　区・　区・　区）・台の原・西根・金井・栗ヶ島・1 2 3
寺渡戸・中郷・太田・上太田③

13日（水）27日（水）20日（水） 6日（水）月・木桑窪・上柏崎・中柏崎・下柏崎・亀梨・大谷・上阿久津・
中阿久津・柳林・籠関・赤堀・笹原・向原・石末宿④

 7日（木）21日（木）14日（木）28日（木）火・金東町（北区・中区・南区）・フローラルアベニュー・
天神坂・石末原⑤

22日（金） 8日（金） 1日（金）15日（金）月・木仁井田・東高谷・花岡・西高谷・飯室・文挾・伏久⑥

※一部の地区では生ごみの分別収集は行っておりません。　◆問合せ先　環境課　☎６７５・８１０９
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町立小中学校

12月26日（火）～
1月8日（月・祝）

12月26日（火）～
1月8日（月・祝）

12月26日（火）～
1月8日（月・祝）

冬季休業冬季休業

し の ーらく ダンレカ
日 月 火 水

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

 2

9

16

30

菅又病院［花岡］　☎676-0311
幼児フッ素塗布事業
（事前申込者のみ）

受付①9：00～9：30
　　②9：40～10：00
　　③10：10～10：30

結果説明会（10/30・11/2 受診者）
受付　9：00～

スタンプカードポイント2倍デー
心配ごと相談　10：00～14：00

あやめの日
1歳6か月児健診
（対象H28．5月生まれ）

受付　13：00～13：30

栄養教室（要申込）
受付　10：15～10：30

スタンプカードポイント2倍デー

高根沢中央病院［光陽台］
☎675-1133

おはなし会 15：00～15：30

窓口延長業務（19：15まで）
すっきりスリム教室（タンタンコース）

受付　9：50～10：00

役
改 ホ ト 民 工図 仁 上休館

改 ホ ト 民 工図 仁 上休館

改 ホ ト 民 工図 仁 上休館

窓口延長業務（19：15まで）役 エアロビクス教室
受付　9：50～10：00

窓口延長業務（19：15まで）
すっきりスリム教室（モモタンコース）

受付　9：50～10：00

役

おはなし玉手箱 10：00～12：00 

町立小中学校　冬季休業
～1月 8日（月）

元

元

ばぶばぶおはなし会
10：30～10：50 図

図

上

深澤クリニック［平田］
☎676-0671

おはなし会 11：00～11：30 

中津川循環器科内科クリニック
［宝積寺］　 　　　☎675-7521

関根クリニック［光陽台］
☎612-7015

コンビニ交付停止

図

休館 元

休館 元

元

元

◆診療時間　18時30分～21時30分
◆そ の 他　
・受診する前に、必ず診療室に電話で連
絡してください。

・日中は、休日当番医を受診してくださ
い。

◆12月29日（金）～31日（日）
　塩谷地区夜間診療室「くろす」
　☎６８２・８８１１
◆1月 1日（月）～3日（水）
　塩谷地区夜間診療室「しおや」
　☎０２８７・４４・１１５５

保

保

保

4か月児健診
（H29．8月生まれ）

受付　13：00～13：30 保

保

保

平成29年11月1日現在

（住民基本台帳より）

世帯数
人　口
（内）男
　　女

前月比
0

－15
－9
－6

世帯12,186
人29,817
人15,546
人14,271

町のうごき

月月12

図

保

保

改 ホ ト 民 工図 仁 上休館
窓口延長業務（19：15まで）
乳幼児相談（要申込）

受付　9：00～10：30
栄養相談（要予約）　受付　13：30～
風呂の日・ちゃんぽんの日

役

保

文

保

改 ホ ト 民 タ工役 図 仁 上休館

年末年始の「塩谷地区夜間診療室」開設

◆生涯学習関連施設の使用抽選
6月分町民ホール

3月分町民広場スポーツ施設・石末運動場・武道館

2月分仁井田体育館

1月分

情報の森テニスコート

学校体育施設（夜間）

キリン体育館・運動場

12月15日（金）〜19日（火）◆抽選申込期間
12月20日（水）◆自動抽選日
生涯学習課　☎６７５・３１９９◆問 合 せ 先
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世界で学びたい人を応援します!
松谷正光ドリーム事業

◆申込み・問合せ先　〒329－1225　大字石末1825
生涯学習課　緯675・3175

おしらせ

『松谷正光ドリーム事業』とは?
　名誉町民である松谷正光様（中阿久津）から
『豊かな国際感覚を備え、熱心に粘り強く努力
をしている人への支援を行い、我が国や世界で
活躍する人材を育成すること、また、「命の大切
さ」や「生きる喜び」等を感じ、ふるさと高根
沢町をいつまでも愛する子どもたちを育てるこ
と』を目的として寄付金をいただきました。松
谷さんの意志を受け、町では『松谷正光ドリー
ム事業』を創設し、支援を希望する人を募集し
ています。

　私は大学で国際ビジネス学を専攻し、現地
の学生団体では会計を務めています。松谷正
光ドリーム基金を大学の学費や寮費の一部に
充て、より充実した留学生活を送っています。
残りの学生生活も有意義なものにしていきた
いです。

実際に支援を受けた人は…

米ニューヨーク州立大学に通う
大山雄也さん

　次の①～③に該当する人。
①町内在住または町立小中学校のいずれかの卒業
者で、申請時に16歳から29歳の人。
（未成年の場合は、保護者の同意が必要です。）
②平成30年度、海外の教育・研究機関やキャリア
アップのための機関等への受け入れの見込みが
ある。
③過去にこの補助金の交付を受けていない。

※次の人は対象外です。
現在、海外の学校等に在学している、または海
外で研修等を受けている人。

対象者

　授業料または受講費、研修費、渡航費、教材費、
滞在費など

対象経費
　　月中旬頃、選考会において書類及び面接審査7
（プレゼンテーション方式）を行います。
※該当者なしの場合もあります。

選考方法

　次の①～⑦を生涯学習課へ提出してください。
書類は生涯学習課で配布、または町ホームページ
からダウンロードできます。
①松谷正光ドリーム事業認定申請書
②事業計画書
③収支予算書
④履歴書
⑤進学・留学先、受入先の内容が分かる資料と入
学許可書等の写し（原文と和訳文）

⑥小論文（A　用紙　枚1,200字程度、様式は問4 1
わない）

⑦その他（必要と思われるもの）

必要書類

募集期間
　平成30年　月　日（月）～　月15日（金）4 2 6

　町では、名誉町民である松谷正光様からの
寄付金をもとに、
・海外進学、留学を希望する人
（留学は渡航期間が　ヶ月以上のもの）6
・国際的な規模で活躍する職業を希望する人
への支援を行っています。
　今回は平成30年度の希望者を募集します。

※補助金は、交付決定後の支払いになります。

補助金額
　件あたり100万円まで1
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Information

合同公売のお知らせ案
内

◆役場の年末年始閉庁期間・
　コンビニ交付停止期間
　12月29日（金）～　月　日（水）1 3
※この期間は住民票等の発行が
できません。

◆問合せ先　住民課
　緯６７５・８１００

年末年始
閉庁・コンビニ交付停止

案
内

　町が実施している都市再生整
備計画事業が平成29年度をもっ
て終了します。
　その事後評価原案を町ホーム
ページと都市整備課にて公表し
ていますので、皆さんの意見を
お寄せください。
◆公表期限・意見受付期限
　12月15日（金）
◆問合せ先　都市整備課
　緯６７５・８１０７

都市再生整備計画事業
事後評価原案の公表

案
内

　税金の滞納により差し押さえ
た動産を合同で公売します。
◆日にち　12月　日（木）7
◆時間
・下見会　10時～12時30分
・公売　　13時開始
※公売の受付は12時40分まで
◆場所
　県庁塩谷庁舎401会議室
　（矢板市鹿島町20‐22）
◆問合せ先
　県矢板県税事務所
　地方税協働徴収担当
　緯０２８７・４３・４３１５

年末年始のごみ収集案
内

　町立中学校と町内在住の中学
　年生の団員20名を、フィジー2
共和国に派遣した報告会を開催
します。
　誰でも参加できますので、ぜ
ひお越しください。
◆日時　12月　日（土）9
　　　　10時～12時
◆場所　改善センター
◆問合せ先　生涯学習課
　緯６７５・３１７５

平成29年度町中学生
海外派遣事業報告会

案
内

　太陽光発電施設は償却資産
（固定資産税）の申告が必要にな
る場合があります。
◆申告が必要となる場合
・個人　住宅用（10kw以上）
・個人　事業用
・法人
◆申告方法　申告書に必要事項
を記載し、税務課資産税係まで
提出してください。なお、初め
て申告する人は、資産税係まで
連絡してください。
◆申告期限　　月31日（水）1
◆問合せ先　税務課
　緯６７５・８１０３

太陽光発電設備の償却
資産（固定資産税）申告

案
内

　寒い冬は、根菜が美味しい季
節です。ひと味違う根菜料理で
体の芯から温まりましょう。
◆日時　　月20日（土）1
　　　　10時～13時
◆会場　改善センター
◆対象　料理したい男性
◆定員　10名程度
◆持ち物　参加費1,000円（材料
費）、エプロン

◆申込み・問合せ先
　生涯学習課
　緯６７５・３１７５

男子厨房に入ろう
～根菜をおいしく～

募
集

「あいさつで・いっしょに・さ
さえあう・つながりを！」
　全町一斉「あいさつ運動」を
実施します。あいさつが地域の
子どもと大人を結びつけ、地域
の犯罪を未然に防ぐことに繋が
ります。
◆期間
　12月　日（月）～　日（金）4 8
◆時間　各地域の登校時間に合
わせて実施。
◆問合せ先　生涯学習課
　緯６７５・３１７５

あいさつ運動案
内

　12月　日、上下水道事務所の9
電話機更新工事に伴い、上下水
道課（緯６７５・２４４９）と
水道料金センター（緯６７５・
５６００）への電話が繋がりに
くくなります。緊急の場合は、
役場日直まで連絡してください。
◆期日　12月　日（土）9
　　　　15時～16時
◆役場日直連絡先
　緯６７５・８１００
◆問合せ先　上下水道課
　緯６７５・２４４９

上下水道事務所の電話機
更新工事のお知らせ

案
内

ごみステーション
◆休み
　12月31日（日）～　月　日（水）1 3
塩谷広域環境衛生センター
（さくら市松島）
◆休み
　12月31日（日）～　月　日（水）1 3
※12月30日（土）は11時30分まで
　ごみの持込みができます。
エコ・ハウスたかねざわ
資源回収ステーション
◆休み
　12月27日（水）～　月　日（水）1 3
※毎年、年末は大変混雑します。
できるだけ各地域のごみス
テーションを利用してください。
◆問合せ先　環境課
　緯６７５・８１０９
　エコ・ハウスたかねざわ
　緯６８０・２０８０
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　鷺ノ谷体験の森を一緒にきれ
いにしませんか?
◆日時　12月　日（土）9
　　　　　時～13時9
◆集合場所
　陽だまり保育園駐車場
◆内容
小枝集め、間伐材の運搬、遊
歩道の整備など

◆定員　10名程度（要申込）
◆申込期限　12月　日（木）7
◆持ち物
　飲み物、長靴、作業できる服装
※お昼に汁物などを用意します。
※雨天時は　月に延期します。3
◆申込み・問合せ先
　エコ・ハウスたかねざわ
　緯６８０・２０８０

鷺ノ谷体験の森整備募
集

　ひとり親家庭の人が、病気や
学校行事等で育児に困った時に
子育てをサポートする家庭生活
支援員になってみませんか?
◆コース　※託児あり（予約制）
・土曜日コース
　　月20日、　 月　日、1 2 3
　　月17日、　 月24日2 2
・日曜日コース
　　月21日、　 月28日、1 1
　　月　日、　 月18日2 4 2
※上記のほか、保育施設での見
　学実習（　日間）があります。1
◆場所　とちぎ男女共同参画セ
ンター（宇都宮市）　ほか

◆内容
　子育て支援に関する講義
◆対象　講習全てに参加でき、
　子育て支援に従事できる人
◆申込期限　12月19日（火）
◆受講料　無料
◆申込み・問合せ先
　県ひとり親家庭福祉連合会
　緯６６５・７８０１

家庭生活支援員養成研修
受講生募集

募
集

　歌や楽器の演奏など、子ども
から大人まで一緒に楽しめるコ
ンサートです。
◆日時　12月10日（日）
　　　　10時～12時30分
◆場所　児童館きのこのもり
※床に直接座っていただきます。
暖かい服装でお越しください。
また、ひざ掛け等寒さ対策を
お願いします。
◆問合せ先
　児童館みんなのひろば
　緯６８０・１３１１
　児童館きのこのもり
　緯６７５・２１５０

第11回
なかよしコンサート

催
し

おしらせ

◆日時　　月24日（水）1
　　　　開場　18時30分
　　　　開演　19時
◆会場　町民ホール
◆入場料　前売券2,500円
　　　　　当日券3,000円
※全席自由・未就学児入場不可。
　生涯学習課、図書館、イープ
ラスで前売券発売中。
　（前売で売切れた場合、当日
券の販売はありません）

◆問合せ先　生涯学習課
　緯６７５・３１７５

林家たい平・林家三平
二人会

催
し

　笑点でおなじみ林家たい平・
三平による落語の二人会です。

お母さん教室
◆内容　クリスマスリース作り
◆日時　12月　日（木）10時～7
◆定員　15人
◆参加費　120円（当日徴収）
◆申込み
　11月24日（金）～来館受付
楽しい製作
◆内容　お正月飾りを作ろう
◆日時　12月11日（月）10時～
◆定員　15組
◆申込み　来館受付中
ミニお遊戯会
◆内容
　保育園児のお遊戯をみよう
◆日時　12月14日（木）10時～
◆定員　15組
◆申込み　来館受付中
クリスマスパーティー
◆日時　12月21日（木）10時～
◆定員　15組
◆申込み
　　日（金）より来館受付8

子育て支援センター
れんげそう

催
し

てんとうむしクラブ
◆内容　子育て相談
◆日時　12月26日（火）午前中
◆申込み　事前申込み（電話可）
臨時休館・閉館のおしらせ
12月　日（火）　16時30分閉館5
　　　日（水）　午前中6
　　　日（金）　16時閉館8
　　21日（木）　午前中
　　26日（火）　午前中
※年末年始の休館
　12月29日（金）～　月　日（水）1 3
◆申込み・問合せ先
　子育て支援センターれんげそ
う　緯６７６・１９５５
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Information

　皆さんからの相談に相談員が
合同で誠実に対応します。
◆日時　12月21日（木）
　　　　10時～14時
◆場所　図書館中央館
人権相談
◆相談員
　人権擁護委員　金氏弘雄
◆問合せ先　健康福祉課
　緯６７５・８１０５
行政相談
◆相談員
　行政相談委員　鈴木伍郎
◆問合せ先　総務課
　緯６７５・８１０１
心配ごと相談
◆相談員
　所長　大野　稔
　　　　渡邊重男
◆問合せ先　社会福祉協議会
　緯６７５・４７７７

総合相談相
談

一般寄付（敬称略）
◆山本忠男 300,000円
　亡父光良様の遺志により
たかねざわ愛の基金（敬称略）
◆匿名 4,192円
　10月31日現在合計額

129,548,386円
フードバンク（10月）
◆寄付者（敬称略）
　鈴木幾子・小林浩・匿名　名3

寄付をいただきました報
告

◆日時　12月5日（火）
　　　　10時～14時
◆場所　図書館中央館
◆相談員
　副所長　安藤泰行
　　　　　星野濱三郎
　　　　　鈴木武樹
◆問合せ先　社会福祉協議会　
　緯６７５・４７７７

心配ごと相談相
談

矢板市
矢板・片岡駅前イルミネーション
◆点灯場所・期間
・矢板駅前
　　月13日（土）まで1
・片岡駅前
　　月　日（月・祝）まで1 8
◆時間　17時～23時30分
◆問合せ先
　矢板市商工観光課
　緯０２８７・４３・６２１１
さくら市
第11回国際太鼓フェスティバル
◆日時　　月　日（月・祝）1 8
　　　　14時～
◆場所　氏家公民館
◆料金　500円（高校以下無料）
　　　　※当日販売
◆問合せ先
　さくら市生涯学習課
　緯６８６・６６２１
塩谷町
クリスマスプレゼント抽選会 
in 道の駅湧水の郷しおや
　クリスマスにちなんだ塩谷町
の特産品等豪華商品を用意して
います。
◆日時　12月23日（土・祝）11時～
◆参加料　　回500円1
　（先着200名、　 人　回限り）1 1
◆問合せ先　塩谷町産業振興課
　緯０２８７・４５・２２１１

塩谷広域おすすめ情報催
し

栃木県民スポーツ大会
（町対抗の部）
優勝
ゲートボール
町体育協会ゲートボール部
陸上競技
根岸　陸（青年男子100m）
杉山裕史
（壮年A男子　3,000m）
森山陽市
（壮年B男子　砲丸投げ）
第60回町民体育祭
女性ソフトバレーボール大会
Aブロック
優勝　光陽台HIKARI
Bブロック
優勝　上高中部
町ゲートボール10月例会
優勝　　宝積寺
準優勝　籠関
町ゲートボール11月例会
優勝　　籠関
準優勝　東高谷
町ゲートボール協会長杯
ゲートボール大会　　　　　
優勝　　宝積寺
準優勝　東高谷
第　回高根沢オープンバドミン9
トン大会　　　　　　　
男子優勝
青木勇気・海老原颯大ペア
女子優勝
海老原みのり・安原幸恵ペア
町グラウンド・ゴルフ協会
第　回秋季親善交歓大会　　　8
男性の部　　　　　　スコア
優勝　　増渕賢司　　　75
準優勝　大和田貞男　　76
女性の部　　　　　　スコア
優勝　　村上迪子　　　72
準優勝　石塚英子　　　78

スポーツ結果報
告

　中郷もちつき隊の皆さんによ
る、古代米を使ったおいしいき
なこもちを先着200名にプレゼ
ント。
◆日時　　月　日（月・祝）1 1
　　　　11時30分～
◆場所　元気あっぷむら
　月　日から　日も1 1 3

10時からオープン
◆問合せ先　元気あっぷむら
　緯６７６・１１２６

新春もちつき大会催
し
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Town Topicsタウントピックス

　　月27日に北高根沢中で、10月26日に阿久津中9
で「行政相談出前教室」が開催されました。
　中学　年生を対象に、総務省栃木行政監視行政3
相談センター職員と鈴木伍郎行政相談委員から、
「くらしと行政」「行政相談の方法」などについて
授業が行われました。
　身近な事例を中心とした授業に、生徒たちは真
剣に耳を傾けていました。

町文化祭で芸術を楽しむ
　今年で39回目を迎える町文化祭が11月　日、4
　日に行われました。5
　トレーニングセンターには、書道や絵画、手工
芸など様々な分野の作品が展示され、来場者は興
味津々な様子で見入っていました。また、町民
ホールでは、各学校や町文化協会等による演奏や
舞踊などが披露されました。
　会場には、飲食ブースも設けられ、多くの人が
高根沢のおいしい食べ物と一緒に文化祭を楽しん
でいました。

行政相談出前教室が開催されました

　光のページェント「光響楽団」の点灯式が、11
月17日にちょっ蔵広場で行われました。カウント
ダウンを合図に、オーケストラをモチーフにした
イルミネーションが一斉に光ると、訪れた人から
歓声があがりました。
　当日は、「のぶおの音楽祭」も開催され、音楽や
料理を楽しむ人やイルミネーションの前で記念撮
影をする人などで終始賑わっていました。
　光のページェント「光響楽団」は来年　月中旬2
まで楽しめます。

イルミネーション点灯
　11月19日、ＪＲ烏山線沿線まちづくり推進協議
会と高根沢高校との連携により「駅からハイキン
グ『高根沢、秋のグルめぐり』」が開催され、県内
外から100人以上の参加がありました。
　立ち寄りスポットでは、高根沢高校の生徒が、
自ら選んだ「高根沢のおいしいもの」を試食提供
するなど、工夫を凝らしたおもてなしを行いました。
　ハイキングを楽しんだ参加者からは、「思って
いた以上に良いところだった。」との感想が聞かれ
ました。

駅からハイキング
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おしらせ

催し

歴
史
民
俗
資
料
館

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
あ
ふ
れ
る
自

画
像
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
期
間

　
　

月
9
日
（
土
）
～　

日
（
日
）

12

24

◆
入
館
料

　

無
料

◆
開
館
時
間

　

9
時
～　

時
17

◆
休
館
日

　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
閉
館
）、

　

年
末
年
始

（　

月　

日
～
1
月
4
日
）

12

28

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

歴
史
民
俗
資
料
館

緯
6
7
5
・
7
1
1
7

親
子
d
e
「
日
光
彫
」
参
加
者
募
集

　

栃
木
県
の
伝
統
工
芸
「
日
光
彫
」。

　

本
物
の
木
を
彫
る
の
は
大
変
だ
け
ど
、

軽
い
パ
ネ
ル
板
に
切
り
込
み
を
入
れ
る

と
、
あ
ら
不
思
議
?
日
光
彫
そ
っ
く
り

な
作
品
が
で
き
る
よ
!

◆
日
時　

1
月　

日
（
土
）

20

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

13

30

15

30

◆
参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
費
）

◆
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
（
刃
物
を
使
い
ま
す
。
必
ず
保
護
者

が
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。）

◆
定
員　
　

組
（　

名
程
度
）

10

20

◆
申
込
み

　
　

月
2
日
（
土
）
9
時
～

12

　

資
料
館
で
電
話
受
付
（
先
着
順
）

　

あ
な
た
の
今
年
の
一
枚
を
資
料
館

に
も
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
展
示
期
間

　

1
月
5
日
（
金
）
～　

日
（
日
）

21

◆
点
数　

1
人
何
点
で
も

◆
規
格　

は
が
き
の
大
き
さ
、
縦
・

横
は
自
由

◆
内
容　

直
筆
・
写
真
・
印
刷
な
ど
、

年
賀
状
な
ら
何
で
も
O
K
!
応
募

者
名
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
そ
の
ま
ま
展
示
し
ま
す
の
で
、

住
所
・
電
話
番
号
等
を
デ
ザ
イ
ン

面
に
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
方
法

　

資
料
館
に
郵
送
ま
た
は
持
込
み
。

　

〒
3
2
9－
1
2
2
5

大
字
石
末
1
8
2
5

◆
提
出
期
限　

展
示
期
間
終
了
ま
で

町
内
に
残
る
石
仏　

そ
の
3

　

今
回
は
町
内
の
石
塔
の
中
か
ら
山
岳

信
仰
に
関
わ
る 
男  
体  
山 
と 
出  
羽  
三  
山 
の

な
ん 
た
い 
さ
ん 

で 

わ 

さ
ん 
ざ
ん

石
塔
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

男
体
山
は
も
と
も
と 
二  
荒  
山 
と
よ
ば

ふ
た 

ら 

さ
ん

れ
、
日
光
連
峰
の
主
峰
で
す
。
古
く
か

ら
信
仰
の
山
と
さ
れ
、 
二  
荒  
山  
神  
社 
が

ふ
た 

ら 

さ
ん 
じ
ん 
じ
ゃ

祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
二
荒
山
神
社
は

日
光
市
内
に
本
社
、
山
頂
に 
奥  
宮 
、

お
く 
み
や 
中 ちゅう

 
禅  
寺  
湖  
畔 
に 
中  
宮  
祠 
が
祀
ら
れ
て
い
ま

ぜ
ん 

じ 

こ 

は
ん 

ち
ゅ
う 
ぐ
う 

し

す
。 
勝 しょう 
道 どう 
上 しょう 
人 
が
日
光
を
開
い
て
以
来
、

に
ん

高
い
山
に
は
神
仏
が
宿
る
と
い
っ
た
山

岳
信
仰
の
聖
地
・
浄
土
と
し
て
、
多
く

の 
山  
岳  
修  
験  
者 
に
よ
り
日
光
が
紹
介
さ

さ
ん 
が
く 
し
ゅ 
げ
ん 
し
ゃ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
る

と 
東 とう 
照 しょう 
宮 
が
造
営
さ
れ
、
二
荒
山
神
社

ぐ
う

と 
輪  
王  
寺 
を
加
え
た
二
社
一
寺
が
一
体

り
ん 
の
う 

じ

を
な
し
て
い
ま
し
た
。
人
々
は 
講 
を
つ

こ
う

く
り
八
月
一
日
の
男
体
山
の
山
開
き
に

登
頂
し
、
頂
上
で
ご
来
光
を
拝
ん
で
下

山
、
二
荒
山
神
社
に
参
拝
し
お
札
を
も

ら
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
町
内
に
残
る
男

体
山
の
石
塔
は
登
頂
し
参
拝
し
た
記
念

に
講
で
設
置
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

出
羽
三
山
と
は
山
形
県
の
中
央
部
に

そ
び
え
る 
月  
山 
を
主
峰
と
す
る 
羽  
黒  
山 
、

が
っ 
さ
ん 

は 

ぐ
ろ 
さ
ん

 
湯  
殿  
山 
の
三
山
を
指
し
て
い
ま
す
が
、

ゆ 

ど
の 
さ
ん

地
形
的
に
は
一
つ
の
山
で
す
。
三
山
に

文
化
財
嘱
託
員

　
　
　
　
　

石
橋　

知
明

は
平
安
時
代
中
期
に
修
験
道
が
お
こ
り
、

三
山
の
信
仰
が
成
立
し
ま
し
た
。
鎌
倉

時
代
に
は
羽
黒
修
験
が
、
室
町
時
代
に

な
る
と
湯
殿
修
験
が
盛
ん
に
な
り
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
は
出
羽
三
山
信
仰
の

中
心
は
湯
殿
山
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
明
治
維
新
後
の
神
仏
分
離
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
三
山
の
主
導
権
は
羽
黒
山

が
と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
石
塔
に

は
三
山
の
名
前
が
並
列
で
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
石
塔
が
作
ら
れ
た
時
の
勢
力
の

強
い
山
の
名
称
が
そ
の
中
心
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

歴史民俗
資料館
コラム

▲宝積寺山中にある
　「出羽三山」の石塔

▲平田下田にある
　「男体山」の石塔

企
画
展
「
わ
た
し
の
か
お
・
顔
・

カ
オ
そ
れ
ぞ
れ
の
自
画
像
展
」

作
品
募
集
「
み
ん
な
の
年
賀
状
展
」
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Information

◆問合せ先　平成問合せ先　平成3030年成人式実行委員会事務局年成人式実行委員会事務局
 （生涯学習課）　（生涯学習課）　☎６７５・３１７５６７５・３１７５

平成30年成人式は 1 月 3 日（水）（場所 ： 町民ホール）
テーマ『輝き～Thank you for 高根沢』

　新成人だけでなく、ぜひご家族そろってお越し
ください。お待ちしています。

【平成30年成人式実行委員長　南保　遥】

　実行委員（9名）は、『今までお世話になってい
る高根沢町に貢献したい』との気持ちから、町の
イベント等の活動に協力しています。
・10月8日（日）　町民体育祭
・11月25日（土）　きらきらフェスタ2017
・12月2日（土）　熱気球ふれあい事業

　新成人だけでなく、ぜひご家族そろってお越し
ください。お待ちしています。

【平成30年成人式実行委員長　南保　遥】

　実行委員（9名）は、『今までお世話になってい
る高根沢町に貢献したい』との気持ちから、町の
イベント等の活動に協力しています。
・10月8日（日）　町民体育祭
・11月25日（土）　きらきらフェスタ2017
・12月2日（土）　熱気球ふれあい事業

　新成人だけでなく、ぜひご家族そろってお越し
ください。お待ちしています。

【平成30年成人式実行委員長　南保　遥】

　実行委員（9名）は、『今までお世話になってい
る高根沢町に貢献したい』との気持ちから、町の
イベント等の活動に協力しています。
・10月8日（日）　町民体育祭
・11月25日（土）　きらきらフェスタ2017
・12月2日（土）　熱気球ふれあい事業

　成人式当日にボランティア協力してくれる
スタッフ（協力支隊）を募集します。
・受付支隊…成人式典の受付
・写真撮り隊…記念写真の撮影
・着付け補助支隊…着くずれした着物の直し
◆応募締切　12月15日（金）

し たいきょうりょく

ボランティア募集

◆問合せ先　平成30年成人式実行委員会事務局
 （生涯学習課）　☎６７５・３１７５

スポーツ振興
くじ助成事業

山登りは無理でも関東一円公園ハイキング！
《只今好評実施中》会員受付中●テニス　●Jrサッカー（小6まで）

●ショートテニス　●草野球（小6まで）
●トレッキング　●カローリング
●ピンポン　●バドミントン　●太極拳

～こどもの遊び集団づくりに　中高年の健康づくりに　あなたの新しい地域コミュニティづくりのために～

（総合型地域スポーツクラブ）

お気軽に
お問合せください

☎　028－675－3361
携帯090－3221－0535

元気UPスポーツクラブ
代　表　仲　沢　　勇

《各種教室のご案内》

元気UPスポーツクラブに加入しよう元気UPスポーツクラブに加入しよう元気UPスポーツクラブに加入しよう!!!!!!

本

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

　

月
の
展
示
「
進
化
す
る
も
の
た
ち
」

12
　

永
い
年
月
を
か
け
て
進
化
し
て
来
た

も
の
た
ち
。
今
後
生
物
は
ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
進
化
に

関
す
る
様
々
な
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

♪
今
月
の
イ
ベ
ン
ト
♪

ダ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト
教
室

◆
日
時

　
　

月　

日
（
土
・
祝
）　

時
～　

時

12

23

13

15

◆
場
所　

中
央
館

◆
講
師

　

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

　

社
会
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
皆
様

◆
対
象

　

小
学
生

　

（
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
期
限　
　

月　

日
（
木
）

12

21

◆
定
員

　
　

名
（
保
護
者
含
む
・
先
着
順
）

70
※
申
込
時
に
作
り
た
い
も
の
を
確
認
し

ま
す
。

◆
開
館
時
間

　

中
央
館　

9
時
～　

時
19

　

仁
井
田
・
上
高
根
沢
分
館

　
　
　
　
　

9
時
～　

時
18

◆
休
館
日

　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

　

年
末
年
始
（　
月　

日
～
1
月
3
日
）、

12

29

　

特
別
整
理
日

◆
問
合
せ
先

　

中
央
館　
　

緯
6
7
5
・
6
5
3
1

　
仁
井
田
分
館　

緯
6
7
6
・
3
1
5
5

　
上
高
根
沢
分
館　

緯
6
8
0
・
1
7
7
0

　
「
争
う
心
」の
遺
伝
子
を
克
服
す
る
力

と
は
何
か
。
生
物
学
を
専
門
と
す
る
著

者
が
、
ヒ
ト
も
生
物
の
一
種
で
あ
り
、

生
物
進
化
の
流
れ
に
乗
っ
て
い
る
点
か

ら
、「
人
間
と
は
何
か
」「
ヒ
ト
は
な
ぜ

争
う
の
か
」
を
考
え
ま
す
。

ヒ
ト
は
な
ぜ
争
う
の
か

　
《
若
原
正
己
／
著　

新
日
本
出
版
社
》

　

理
性
的
で
あ
る
こ
と
は
、
人
間
に

と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
り
、
進
化
の

上
で
有
利
だ
っ
た
の
か
。
ヒ
ト
ら
し
さ

の
根
源
に
、
様
々
な
科
学
の
成
果
を
も

と
に
迫
り
ま
す
。

理
性
の
起
源

　
《
網
谷
祐
一
／
著　

河
出
書
房
新
社
》
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今
月
4
日
か
ら　

日
は
人
権

10

週
間
で
す
。
特
に　

日
は
、
国

10

連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
記
念
の「
人
権
デ
ー
」

と
し
て
、
世
界
中
で
人
権
を
考

え
る
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
最
近
よ
く
耳
に
す
る

の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
人
権
侵
害
。
掲
示
板
や
S
N

S
に
、
無
責
任
な
悪
口
や
根
拠

の
な
い
噂
な
ど
が
書
き
込
ま
れ

た
り
、
特
定
の
個
人
の
情
報
を

無
断
で
掲
載
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
で
起
き
る
人
権
侵
害
が
年
々

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
特
に
S

N
S
は
普
段
の
生
活
は
も
ち
ろ

ん
、
災
害
時
の
情
報
共
有
ツ
ー

ル
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
一
方
、

使
い
方
を
間
違
え
る
と
、
他
人

も
自
分
も
傷
つ
け
る
危
険
が
あ

る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

法
務
省
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
人
と
や
り
取

り
す
る
際
も
、
相
手
へ
の
思
い

や
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
注
意
を

促
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
際
は
、

積
極
的
な
相
談
窓
口
の
利
用
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。（

と
し
）

たんたん祭り2017
大成功！

①

②③

たんたん祭り2017
大成功！
たんたん祭り2017
大成功！
たんたん祭り2017
大成功！
　10月28日、キリンビール所有地（工場跡
地）でたんたん祭りが開催されました。
この祭りは、町内の有志による手作りの
お祭りです。
　当日は、家族連れを中心にたくさんの
人が会場を訪れ、様々な催しを楽しみま
した。夜には、企業や個人の協賛による
花火が高根沢の夜空を飾りました。
　開催にあたり、温かいご支援をいただ
き、ありがとうございました。

　①たんたんボッチの前で記念撮影
　②会場ではつきたての美味しいお餅も
　③巨大かぼちゃでランタン作り

◆問合せ先　たんたん祭り実行委員会
 （産業課）　☎６７５・８１０４　

HAPPY　
BIRTHDAY
　満　歳までのアイドルを募集しています。　 人　回の掲載です。5 1 1
誕生月（掲載月）の　か月前から前の月の　日まで受け付けます。3 5
ご希望の方は企画課緯６７５・８１０２まで。

小宅　善也（よしや）ちゃん
平成28年12月20日（宝積寺）
史高さん・純子さんの子


